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 英語名：OHSS：ovarian hyperstimulation syndrome 

 

Ａ．患者の皆様へ 

 
 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありませ

ん。ただ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがある

ので、早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上

でも、本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号とし

て「副作用の初期症状」があることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師

に連絡してください。 

 

卵巣過剰刺激症候群は通常、不妊治療に用いる排卵誘発薬によ

って引き起こされます。 

不妊治療等による医薬品の投与後に次のような症状がみられた

場合には、直ちに医師・薬剤師に連絡して下さい。 

 

「おなかが張る」、「はき気がする」、「急に体重が増えた」、 

「尿量が少なくなる」など 
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１．卵巣過剰刺激症候群とは？ 

 女性の卵巣は親指大ほど（3～4 cm）の臓器ですが、その中の

卵（卵胞）が不妊治療における排卵誘発剤に過剰に刺激される

ことによって、卵巣がふくれ上がり、お腹や胸に水がたまるな

どの症状が起こることを卵巣過剰刺激症候群（OHSS)と呼びます。

重症例では、腎不全や血栓症など様々な合併症を引き起こすこ

とがあります。 

 

２．早期発見と早期対応のポイント 

 卵巣過剰刺激症候群は重症になると様々な合併症を来たし、

とても危険な状態になる場合があるので、早期に発見して対応

することが大切です。薬による卵巣過剰刺激症候群は原因とな

った薬を中止することにより改善することが多いので、不妊治

療中に「おなかが張る」、「はき気がする」、「急に体重が増えた」、

「尿量が少なくなる」などの症状に気がついた場合は、速やか

に医師・薬剤師に連絡して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

※   医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の医

薬品医療機器情報提供ホームページの「添付文書情報」から検索することが出来ます。

（http://www.info.pmda.go.jp/） 

また、薬の副作用により被害を受けた方への救済制度については、独立行政法人医薬品医療機器

総合機構のホームページの「健康被害救済制度」に掲載されています。（http://www.pmda.go.jp/） 
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